
（別紙４）

～ 令和６年　１２月　２８日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

～ 令和７年　２月　１４日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 令和７年　２月　１４日

（対象数） 5 （回答数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・経験豊富な職員と一緒に同行し、レベルアップを図る。

2

・検討会の正式な書式にて記録を取っていないため（担当職

員は行っているが・・・）、記録を残して、読み返しができ

るようにしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問職員との連携を取り、どのように進めていくか統一し

ていく。

2

3

○事業所名 　児童発達支援事業所とことこ

○保護者評価実施期間 令和６年　１２月　２１日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　２月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和７年　１月　２３日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問先との連携が不十分な場合があった。 ・担当者会議などで、しっかりお返しをする時間を確保してい

く。

・経験豊富な職員によるアドバイスができる。 ・保護者からの相談にて実施している。

・日頃より、検討会を実施しているので、知識の蓄積がある。 ・問題があった際に、検討会をその都度行っている。

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問）公表


